
事業概要シート

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

92,515 千円

66,235 ≫千円

国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 92,515 千円

担当課 福祉保健部福祉総務課 課長 浦山　聡

担当者 森﨑　彩 問合せ先 0957-53-4111（内線603）

施策 0801 低所得者の生活支援
≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　　　　　　※補正予算要求時は今回の補正予算額を除く
　　　　　　※次年度予算要求時は次年度繰越額を除く

事業名 社会福祉協議会運営費補助事業 拡充 予算額

事業期間 昭和48年度 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

大村市社会福祉事業費補助金交付要綱

　地域福祉サービスを支える重要な役割を担っている社会福祉法人大村市社会福祉協議会の安定した事業運営
のために、財源の確保が必要となっている。

【事業の趣旨】
（目的）
　社会福祉法人大村市社会福祉協議会の事務局職員の人件費に対する補助を行うことで、利用者が安定して公
平で質の高い福祉サービスを受けられるようにする。

（概要）
　社会福祉の増進を図るための活動及び事業を行っている社会福祉法人大村市社会福祉協議会の事務局職員の
人件費に対する補助を行っている。

（対象）
　社会福祉法人大村市社会福祉協議会の事務局職員（正規職員９名及び非正規職員２名）に係る人件費

（拡充内容）
　地域福祉サービスを支える重要な役割を担っている社会福祉法人大村市社会福祉協議会の事業を継続し、充
実を図るために、正規職員１名の増員を行う

大村市
大村市

社会福祉協議会

①補助金の交付申請

②交付決定

③支払請求

④概算払

⑤実績報告

⑥交付額確定

社会福祉法に基づき、地域福祉を

推進するため、次に掲げる事業を行う。

・社会福祉を目的とする事業の

　企画及び実施

・社会福祉に関する活動への

　住民の参加のための援助　など

住民
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

指標名 単位
Ｒ６
(実績)

Ｒ７
(計画)

Ｒ８
(計画)

Ｒ９
(計画)

Ｒ１０
(計画)

補助対象職員数 計画値 人 9 11 12 12 12

計画値

指標名 単位
Ｒ６
(実績)

Ｒ７
(計画)

Ｒ８
(計画)

Ｒ９
(計画)

Ｒ１０
(計画)

補助金交付額 計画値 千円 56,335 66,235 92,515 92,515 92,515

計画値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ 合計
事業費 50,302 56,335 66,235 92,515 92,515 92,515 450,417

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 0
一般財源 50,302 56,335 66,235 92,515 92,515 92,515 450,417
人件費 1,309 1,339 1,325 1,325 1,325 1,325 7,948
職員(人) 0.18人 0.18人 0.18人 0.18人 0.18人 0.18人 1.08人

時間外勤務(h) 0h 15h 8h 8h 8h 8h 47h
会計年度任用職員(人) 0.00人
フルコスト 51,611 57,674 67,560 93,840 93,840 93,840 458,365

妥当性
(市の関与)

　社会福祉法人大村市社会福祉協議会は、社会福祉法に基づき、地域福祉の推進を図ること
を目的とする団体であるため、市が関与すべきである。

有効性
(施策貢献度)

　社会福祉の増進に寄与するものであることから、施策への貢献度は高い。

効率性
(コスト)

　地域福祉サービスを支える重要な役割を担っている社会福祉法人大村市社会福祉協議会の
安定した事業運営のために必要な事務局職員の人件費に係る補助金であり、市の職員の給与
等の積算に準じて算出していることから、これ以上の削減は不可能である。

1次評価 担当者意見のとおり

2次評価 一次評価のとおり


